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犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ
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改札口での広報活動

鈴木健太秋田県知事挨拶
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秋田地区保護司会によるバザー

秋田地区協力雇用主
協会竿燈会による
演技
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秋　田　更　生　保　護（7）第 82 号 令和 7年 8月 8日
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栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
７
年
４
月
29
日
）

　
令
和
７
年
春
の
叙
勲
及
び
褒
章

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
永
年
の
ご
功
労
・
ご
功
績
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

任
期
満
了
（
令
和
７
年
６
月
30
日
）

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

長
谷
部　

き
み
子
（
秋
田︹
東
︺）

大　

泉　

政　

雄
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐　

藤　

勝　

男
（
秋
田︹
中
央
︺）

髙　

橋　

大　

和
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐　

藤　

祐　

子
（
秋
田︹
臨
港
︺）

嵯　

峨　

義　

房
（
男　
　
　

鹿
）

鈴　

木　

義　

美
（
能　
　
　

代
）

吉　

田　

好　

作
（
大　
　
　

館
）

村　

田　

誠　

一
（
横　
　
　

手
）

今　

野　

幸　

悦
（
大　
　
　

曲
）

西　

根　

博　

和
（
角　
　
　

館
）

依
願
解
嘱
（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

菅　

原　

信　

一
（
湯　
　
　

沢
）

佐　

藤　

勝　

幸
（
北　

秋　

田
）

新　
　

任
（
令
和
７
年
７
月
１
日
）

　

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

浅　

野　
　
　

学
（
秋
田︹
東
︺）

佐　

藤　

明　

子
（
秋
田︹
中
央
︺）

筒　

井　

和　

博
（
秋
田︹
中
央
︺）

清　

澤　

義　

信
（
秋
田︹
臨
港
︺）

浮　

田　

順　

子
（
潟
上
湖
東
）

安　

保　
　
　

正
（
能　
　
　

代
）

花　

田　
　
　

優
（
鹿　
　
　

角
）

高　

山　
　
　

智
（
横　
　
　

手
）

田　

口　

穂　

積
（
大　
　
　

曲
）

小　

柳　
　
　

悟
（
大　
　
　

曲
）

保
護
司
の
異
動

　

編
集
委
員

　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　

佐
々
木
文
子　
　

明
石　

浩
延

　
　

伊
藤　

妙
子　
　

長
谷
部
次
子

　
　

五
十
嵐
正
樹　
　

高
橋　
　

毅

　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　

こ
こ
数
日
暑
い
日
が
続
き
、
外
で

は
蝉
が
鳴
き
始
め
ま
し
た
。
五
月
末

に
植
え
終
え
た
田
ん
ぼ
の
稲
は
こ
の

暑
さ
で
急
に
草
丈
が
伸
び
、
風
に
揺

れ
て
い
ま
す
。
来
月
に
は
も
う
穂
が

出
る
で
し
ょ
う
。
季
節
は
ま
た
巡
っ

て
来
る
の
で
す
。

　

巡
っ
て
来
る
と
言
え
ば
、
今
年
は

熊
の
出
没
情
報
が
頻
繁
で
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
一
昨
年
、

我
が
家
の
柿
の
木
も
熊
の
食
害
に
遭

い
、
木
を
処
分
し
ま
し
た
。
今
年
は

自
宅
近
く
で
三
度
も
目
撃
情
報
が
あ

り
、
外
を
歩
く
の
が
恐
い
く
ら
い
で

す
。
ま
た
今
年
は
山
の
ブ
ナ
の
実
が

大
凶
作
と
の
予
測
が
出
て
い
ま
す
の

で
、
熊
が
エ
サ
を
求
め
て
人
里
に
来

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
全
で
安
心
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
環
境
へ
の

配
慮
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

編
集
委
員　

佐
々
木
文
子

藍
綬
褒
章　
（
更
生
保
護
功
績
）

安　

倍　

良　

行

（
鹿
角
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章　
（
更
生
保
護
功
労
）

清　

水　

洋　

子

（
能
代
保
護
区
）

更
生
保
護
以
外
の
功
労
・
功
績

　

旭
日
大
綬
章
（
元
法
務
大
臣
）

　

金　

田　

勝　

年
（
能
代
保
護
区
）

　

瑞
宝
小
綬
章
（
法
務
行
政
事
務
功
労
）

　

鈴　

木　

重　

一

（
秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会
監
事
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

斎　

藤　

嘉　

憲
（
秋
田
保
護
区
）

叙
位
（
令
和
７
年
２
月
20
日
）

　

竹　

澤　

清　

二（
元
湯
沢
地
区
保
護
司
）

叙
位
（
令
和
７
年
５
月
20
日
）

　

渡　

邊　

三
千
平（
元
大
館
地
区
保
護
司
）

退任保護司感謝状等伝達式及び座談会（6/28 開催）

秋　田　更　生　保　護 第 82 号（8）令和 7年 8月 8日


